
【樹木・草花の部屋】 

 

ミツバツツジ（ツツジ科/ツツジ属 Rhododendron dilatatum） 

和  名；ミツバツツジ (三葉躑躅)  別  名；     英  名； Azalea 

ツツジ目 落葉低木 

原産地；日本 

花言葉；神秘・清楚 

花の色；紅紫、紫 

 

← 写真－１ ミツバツツジ 

撮 影 日：２０１3 年０４月０７日 

撮影場所：銀閣寺(京都)にて 

撮 影 者：M さん 

 

ミツバツツジ(三葉躑躅)は、本州

中部の太平洋側に分布する落葉低

木で、和風、洋風どちらの庭にもマ

ッチする植物です。枝が細くすんな

り上に伸び、枝先に緑色の菱形をし

た葉が３枚輪状に付くのが特徴で

す。 

ツツジやシャクナゲの仲間で、紫色の花を咲かせ、開花後、あるいは同時に葉が出るのが

特徴です。 

 

 

写真－２ ミツバツツジの花  ⇒ 

撮 影 日：２０１3 年０４月０７日 

撮影場所：銀閣寺(京都)にて 

撮 影 者：M さん 

    

ミツバツツジ類は種類が多く何ミツ

バツツジかを性格に区別するのは難し

く、葉で見わけるには、葉柄や葉裏の毛、

葉の形などがポイントで、本種は葉柄が

長く、毛は少なく、冬芽がやや粘ること

がと特徴です。 

 

 

 

 

 



【樹木・草花の部屋】 

写真－3 ミツバツツジの花 ⇒ 

撮 影 日：２０１3 年０４月０７日 

撮影場所：銀閣寺(京都)にて 

撮 影 者：M さん    

 

銀閣寺垣に沿って庭園に入り、向月台

をぐるっと廻りこんだ丘の斜面にアセ

ビと混稙されて咲いていました。 

当日は雨模様でしたが、雨に濡れたミツ

バツツジもまた、格別。ミツバツツジは、

近縁のミツバツツジ類の総称でもある

そうです。 関東地方から近畿地方東部の太平洋側に分布し、主にやせた尾根や岩場、里山の

雑木林などに生育。 

 

＜ちょっと一言＞ 

ミツバツツジと他のミツバツツジ類との見分け方は・・・。ミツバツツジ雄しべが 5 本な

のに対し、他のミツバツツジ類の多くは 10 本であることが大きな特徴。枝先に三枚の葉がつ

くことからこの名がついたそうです。 

ツツジやシャクナゲの仲間で、枝先に３枚のひし形の葉をつける落葉（一部常緑もあり）

種が、一般にミツバツツジ類と呼ばれ、紫色の花を咲かせ、開花後、あるいは同時に葉が出

るのが特徴。近い仲間には、花がオレンジ色や濃ピンクで、葉が出てから花を咲かせる遅咲

きのオンツツジ類もあるそうです。 

  銀閣時で見かけたミツバツツジ、雄しべが 10 本。したがってミツバツツジ類、すなわち

ミツバツツジの近縁種の一種。  

ミツバツツジの変種にはトサノミツバツツジ、ハヤトミツバツツジ、ヒダカミツバツツジ

などがあり、日本に自生するその他のミツバツツジ類には、トウゴクミツバツツジ、サイコ

クミツバツツジ、コバノミツバツツジ、ダイセンミツバツツジ、ユキグニミツバツツジ、キ

ヨスミミツバツツジなどがあるそうです。名前から産地が推測できるようです。 

ミツバツツジ類は、日本を中心としたアジア東部に、約 30 種があるそうです。ヤマツツジ

（Rhododendron obtusum）の仲間と近縁で、実生苗では区別がつかないほど。また、ミツ

バツツジ類は、さし木やつぎ木でふやすのが難しいことと、野生種に花色が限られているこ

とから、園芸化がほとんど進んでいないグループだそうです。   

 


